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残留熱除去系配管及び原子炉格納容器電気配線貫通部の変更認可申請に伴う影響について
【第１１条 火災による損傷の防止】

１．基準適合性の確認範囲
①火災防護を行う機器等の選定並びに火災区域及び火災区画の設定
ａ．既工事計画においては，配管についてはステンレス鋼及び炭素鋼等の不燃性材料を使用することで，火災による影響を受けない

ことから，火災防護を行う機器等から除外することを記載している。
「補足-4【残留熱除去系配管改造工事の概要について】参照」
「補足-5【原子炉格納容器電気ペネトレーション貫通部改造工事の概要について】参照」
「Ⅴ-1-1-7 発電用原子炉施設の火災防護に関する説明書」（2,6,7,8,9,13～27,112頁参照）
「その他発電用原子炉の附属施設のうち火災防護設備に係る機器の配置を明示した図面及び構造図（火災区域構造物及び火災区
画構造物）」（第9-3-1図～第9-3-8図）

今回の変更認可申請に伴い，原子炉の安全停止に必要な機器等及び放射性物質の貯蔵等の機器等（以下，「火災防護上重要な機
器等」という。）についての配置に変更のないことを確認し，火災区域及び火災区画に変更のないことを確認する。

ｂ．既工事計画においては，火災防護上重要な機器等を設置する区域であって，3時間以上の耐火能力を有する耐火壁等により囲まれ
他の区域と分難されている区域を火災区域として，また，火災区域を壁の設置状況等に応じて分割したものを火災区画として設
定する方針と記載している。
「補足-4【残留熱除去系配管改造工事の概要について】参照」
「補足-5【原子炉格納容器電気ペネトレーション貫通部改造工事の概要について】参照」
「Ⅴ-1-1-7 発電用原子炉施設の火災防護に関する説明書」（2,6,7,10,109～114,256頁参照）
今回の変更認可申請に伴い，火災区域及び火災区画に変更のないことを確認する。

②火災発生防止に係る設計
ａ．既工事計画においては，火災区域に設置する油又は水素を内包する設備について，溶接構造を採用するとともに，可燃性の蒸気

及び水素が発生する火災区域については，適切な換気等を行う設計としているなど，火災の発生防止対策を行う設計方針と記載
している。
「Ⅴ-1-1-7 発電用原子炉施設の火災防護に関する説明書」（2,7,42～48,56,255頁参照）
今回の変更認可申請に伴い，火災発生防止に係る設計に影響のないことを確認する。

ｂ．既工事計画においては，火災防護上重要な機器等について，不燃性材料，難燃性材料又はそれと同等以上の性能を有する材料を
使用する設計方針と記載している。
「Ⅴ-1-1-7 発電用原子炉施設の火災防護に関する説明書」（2,7,42,49,255,256頁参照）
今回の変更認可申請に伴い，材料が不燃性材料，難燃性材料又はそれと同等以上の性能を有する材料であることを確認する。補
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②火災発生防止に係る設計（前頁の続き）
ｃ．既工事計画においては，発電用原子炉施設については，落雷による火災の発生を防止するために，避雷設備の設置及び接地網の

敷設を行うとともに，火災防護上重要な機器等について，地震による火災の発生を防止するために，耐震重要度分類に応じた耐
震設計を行うなど，自然現象による火災の発生防止対策を行う設計方針と記載している。
「Ⅴ-1-1-7 発電用原子炉施設の火災防護に関する説明書」（2,7,42,54,55,255頁参照）
今回の変更認可申請に伴い，自然現象による火災発生防止対策に変更のないことを確認する。

③火災の感知及び消火に係る設計
ａ．既工事計画においては，火災区域等には，各火災区域等の環境条件及び想定される火災の性質等を考慮し，基本的にアナログ式

の煙感知器及び熱感知器を組み合わせて設置するとともに，火災の発生場所を特定できる受信機を用いる設計方針とし，外部電
源喪失を考慮した設計としているとともに，感知設備については，耐震クラスに応じて機能を保持する設計方針と記載している。
「Ⅴ-1-1-7 発電用原子炉施設の火災防護に関する説明書」（2,7,61～63,65,68,69,70,255頁参照）
今回の変更認可申請に伴い，火災の感知に係る設計に影響のないことを確認する。

ｂ．既工事計画においては，消火設備は火災の影響を限定し，早期の消火を行う設計方針と記載している。
「Ⅴ-1-1-7 発電用原子炉施設の火災防護に関する説明書」（2,7,72,75,79,80,82,83,97,255頁参照）
今回の変更認可申請に伴い，火災の消火に係る設計に影響のないことを確認する。

④火災の影響軽減対策に係る設計
ａ．既工事計画においては，互いに相違する系統を同時に機能喪失させないため，火災耐久試験により3時間以上の耐火能力を確認し

た隔壁等によって，又は火災耐久試験により1時間以上の耐火能力を確認した隔壁等と火災感知設備及び自動消火設備によって，
分離を行う設計方針と記載している。
「Ⅴ-1-1-7 発電用原子炉施設の火災防護に関する説明書」（2,7,109～114,170,255頁参照）
今回の変更認可申請に伴い，火災の影響軽減対策に係る設計に影響のないことを確認する。

ｂ．既工事計画においては，原子炉格納容器内は，プラント運転中は窒素が封入され，火災の発生は想定されないが，原子炉起動時
において原子炉格納容器内に窒素が満たされるまでの間の火災を想定し，a.と同等の設計として，火災の影響を軽減する設計方
針と記載している。
「Ⅴ-1-1-7 発電用原子炉施設の火災防護に関する説明書」（2,7,95,118～121,255,256頁参照）
今回の変更認可申請に伴い，火災の影響軽減対策に係る設計に影響のないことを確認する。

残留熱除去系配管及び原子炉格納容器電気配線貫通部の変更認可申請に伴う影響について
【第１１条 火災による損傷の防止】
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⑤その他の内部火災に係る防護設計
ａ．既工事計画においては，火災により安全保護系及び原子炉停止系の作動が要求される場合には，④に示す火災の影響軽減対策に

よって，多重化されたそれぞれの系統が同時に機能を失うことなく，原子炉を安全に停止できる設計方針と記載している。
「Ⅴ-1-1-7 発電用原子炉施設の火災防護に関する説明書」（154頁参照）
今回の変更認可申請に伴い，火災区域及び火災区画に変更のないこと確認することで，その他の内部火災に係る防護設計に影響
のないことを確認する。

ｂ．既工事計画においては，火災に起因した運転時の異常な過渡変化又は設計基準事故に対処するために必要な機器に対し，単一故
障を想定しても，異常状態を収束できる設計としている。
「Ⅴ-1-1-7 発電用原子炉施設の火災防護に関する説明書」（154頁参照）
今回の変更認可申請に伴い，火災区域及び火災区画に変更のないこと確認することで，その他の内部火災に係る防護設計に影響
のないことを確認する。

残留熱除去系配管及び原子炉格納容器電気配線貫通部の変更認可申請に伴う影響について
【第１１条 火災による損傷の防止】
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確認図書名 確認結果

補足-4【残留熱除去系配管改造工事の概要
について】

・今回の配管改造により，残留熱除去系の系統構成に変更がなく，残留熱除去系ポンプや残留熱除
去系熱交換器等の配置に変更のないことを確認した。【①】

補足-5【原子炉格納容器電気ペネトレー
ション貫通部改造工事の概要について】

・原子炉格納容器電気配線貫通部の改造により，電気配線貫通部の配置に変更のないことを確認し
た。【①】

２．確認結果

残留熱除去系配管及び原子炉格納容器電気配線貫通部の変更認可申請に伴う影響について
【第１１条 火災による損傷の防止】

補
1
-
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4
-
4







①

残留熱除去系配管及び原子炉格納容器電気配線貫通部の変更認可申請に伴う影響について
【第１１条 火災による損傷の防止】

補
1
-
添
4
-
7



①

残留熱除去系配管及び原子炉格納容器電気配線貫通部の変更認可申請に伴う影響について
【第１１条 火災による損傷の防止】

補
1
-
添
4
-
8



①

残留熱除去系配管及び原子炉格納容器電気配線貫通部の変更認可申請に伴う影響について
【第１１条 火災による損傷の防止】

補
1
-
添
4
-
9



①

残留熱除去系配管及び原子炉格納容器電気配線貫通部の変更認可申請に伴う影響について
【第１１条 火災による損傷の防止】
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0



①

残留熱除去系配管及び原子炉格納容器電気配線貫通部の変更認可申請に伴う影響について
【第１１条 火災による損傷の防止】
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1
-
添
4
-
1
1



①

残留熱除去系配管及び原子炉格納容器電気配線貫通部の変更認可申請に伴う影響について
【第１１条 火災による損傷の防止】

補
1
-
添
4
-
1
2



①

残留熱除去系配管及び原子炉格納容器電気配線貫通部の変更認可申請に伴う影響について
【第１１条 火災による損傷の防止】
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1
-
添
4
-
1
3



①

残留熱除去系配管及び原子炉格納容器電気配線貫通部の変更認可申請に伴う影響について
【第１１条 火災による損傷の防止】

補
1
-
添
4
-
1
4




